
別記様式第8号（別記１の第６の１、別記２の第５、別記5の第６関係）

鳥獣被害防止総合支援事業、鳥獣被害防止都道府県活動支援事業及び鳥獣被害防止緊急捕獲活動支援事業の評価報告（令和4年度報告）
和歌山県

１　被害防止計画の作成数、特徴等
県内30市町村全てで被害防止計画が策定されており、うち17市町（12協議会）が令和4年度で計画が終期を迎えるため今回の評価報告の対象となっている。

２　事業効果の発現状況
本県では、各地域（県振興局単位）に市町村、農協、猟友会など関係機関が参画した協議会を設置し、実施隊等による有害捕獲活動及び追い払い活動、捕獲檻の導入、防護柵の設置等の取組を実施している。
令和２～4年度の県下全域の有害捕獲頭数（緊急捕獲事業）は令和３、４年度のイノシシ捕獲数が豚熱蔓延の影響も受け大幅減少し、3ヶ年合計でイノシシ30,560頭、シカ35,373頭、サル3,121頭となった。
加えて、捕獲圧をさらに高めるには人材育成が重要なため、鳥獣害対策アドバイザー研修、捕獲技術向上研修（銃・わな）などを継続的に開催してきた。
令和4年度の農作物被害額は2.61億円と令和3年度からほぼ横ばいでイノシシ豚熱蔓延の影響が残っている状況であるが、農作物被害等の更なる減小を目指し、有害捕獲を中心とした総合的な被害防止対策を実施していく。

３　被害防止計画の目標達成状況
県全体での被害額は平成30年度の3.02億円に対して、令和4年度は2.61億円と減小傾向にある。
市町毎の被害防止計画の達成率については、今年度で計画が終了して評価対象となっている17市町村・12協議会のうち1町・1協議会を除きほぼ達成（達成率70%以上）となった。

４　各事業実施地区における被害防止計画の達成状況
*評価額は対象鳥獣欄の対象鳥獣の順に並んでいます（最下段は合計値）。
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R2 イノシシ 推進事業
　イノシシ捕獲箱わな購入 15基

12,279 10,000 8,950 146.1 4.9 4.0 3.0 212.9

シカ 箱わな（イノシシ用）購入 15基 0 0 61 #DIV/0! 0.0 0.0 0.0 #DIV/0!

サル くくり罠（イノシシ用）購入 6基 0 0 0 #DIV/0! 0.0 0.0 0.0

アライグマ 箱わな（アライグマ用》購入 17基 249 200 660 -838.8 0.1 0.1 0.2

生息状況調査 50人・日 12,528 10,200 9,671 122.7 5.0 4.1 3.2 197.9

実施隊捕獲活動 311人・日

（他地域人材活用含む）

R3 推進事業
箱わな（イノシシ用）購入 12基
くくり罠（イノシシ用）購入 20基
箱わな（アライグマ用》購入 10基
捕獲網 1個
センサーカメラ 3台
生息状況調査 30人・日
実施隊捕獲活動 330人・日
（他地域人材活用含む）

R4 推進事業
箱わな（イノシシ用）購入 1基
くくり罠（イノシシ用）購入 4基
生息状況調査 22人・日
実施隊捕獲活動 356人・日
（他地域人材活用含む）

Ｒ2 イノシシ 緊急捕獲事業 （頭） 12,279 10,000 8,950 146.1 4.9 4.0 3.0 212.9
シカ イノシシ 1413 0 0 61 #DIV/0! 0.0 0.0 0.0 #DIV/0!
サル シカ 46 0 0 0 #DIV/0! 0.0 0.0 0.0
アライグマ アライグマ 276 249 200 660 -838.8 0.1 0.1 0.2

整備事業 (m) 12,528 10,200 9,671 122.7 5.0 4.1 3.2 197.9
防護柵の整備 10000 海南市 R3.3.15

R3 緊急捕獲事業 （頭）
イノシシ 533
シカ 53
アライグマ 276
整備事業 (m)
防護柵の整備 6408 海南市 R4.3.10

R4 緊急捕獲事業 （頭）
イノシシ 947
シカ 90
アライグマ 439

　実施隊による捕獲活動等の実施や防護柵の設置の
増加による効果もあり、令和４年度のイノシシの被害金
額を大幅に抑えることができた。アライグマについては
生息場所の多様さと繁殖力の高さのために効果的に
被害を抑えられていない。今後もアライグマ捕獲檻の
貸出等を継続して行い、農作物被害額及び生息頭数
の減少を目標として、鳥獣被害防止に総合的に取り組
んでいく。

　国・県・市の補助事業を積極的に
活用しながら鳥獣被害防止対策に
取り組んでおり、対策を実施した集
落では被害が減少したと聞いており
高く評価している。
　今後も継続して対策を講じてもら
えたらと思う。猟友会の高齢化が深
刻なので有害捕獲の後継者確保や
育成にも注力が必要と考える。
　
海南市農業委員会　会長　内芝　和
哉

　被害金額・面積とも目標達成されてお
り、地域農業者等の捕獲機材の支援や
実施隊活動、有害捕獲対策が効果を上
げていると評価します。
　しかしながら、イノシシ被害の大幅な減
少には、豚熱による影響を考慮すること
が必要でし、一旦減少した被害がまた、
反転増加しないよう、状況把握に努め、
捕獲や防護の対策の継続が重要です。
　また、シカの捕獲数、被害額が少しず
つではあるが、増加しており、その動向
に注意を払いつつ、柔軟に対策を講じて
いくことが必要です。

　各年度とも檻の設置及び捕獲
活動等の実施により農作物被害
の抑制に寄与した。イノシシの掘
り返しによる農地の石垣破損を抑
制する等の効果もあり農作業効
率の改善にもつながった。
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事業実施主体の評価 第三者の意見
都道府県の評価

（被害金額・面積のいずれか70％以上の
達成率の場合、ほぼ達成とした。）
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・各年度とも有害捕獲の実施によ
り農作物被害の抑制に寄与した。
イノシシの掘り返しによる農地の
石垣破損を抑制する等の効果も
あり農作業効率の改善にもつな
がった。

.・各年度とも農地を中心に防護柵
の設置を進めた。令和３年度から
は市単独での一戸向けの防護柵
設置補助事業が始まり小規模な
防護柵の設置が増加し農作物被
害の抑制につながった。

　実施隊による捕獲活動等の実施や防護柵の設置の
増加による効果もあり、令和４年度のイノシシの被害金
額を大幅に抑えることができた。アライグマについては
生息場所の多様さと繁殖力の高さのために効果的に
被害を抑えられていない。今後もアライグマ捕獲檻の
貸出等を継続して行い、農作物被害額及び生息頭数
の減少を目標として、鳥獣被害防止に総合的に取り組
んでいく。

国・県・市の補助事業を積極的に活
用しながら鳥獣被害防止対策に取
り組んでおり、対策を実施した集落
では被害が減少したと聞いており高
く評価している。今後も継続して対
策を講じてもらえたらと思う。猟友会
の高齢化が深刻なので有害捕獲の
後継者確保や育成にも注力が必要
と考える。
　
海南市農業委員会　会長　内芝　和
哉

　被害金額・面積とも目標達成されてお
り、地域農業者等の捕獲機材の支援や
実施隊活動、有害捕獲対策が効果を上
げていると評価します。
　
　また、シカの捕獲数、被害額が少しず
つではあるが、増加しており、その動向
に注意を払いつつ、柔軟に対策を講じて
いくことが必要です。
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（被害金額・面積のいずれか70％以上の
達成率の場合、ほぼ達成とした。）

R2 イノシシ 推進事業 4,709 3,767 2,203 266.0 1.7 1.3 0.6 317.6

シカ 実施隊捕獲活動
箱わな（イノシシ・シカ用）

90人・日 1,222 978 2,229 -412.7 0.4 0.4 0.6 -211.1

アライグマ 箱わな（イノシシ、シカ用） 5基 33 26 256 -3,185.7 0.0 0.0 0.2

アナグマ 止め刺し用電気槍他消耗品等 一式 0 0 323 #DIV/0! 0.3

R3 タヌキ 推進事業 0 0 51 #DIV/0! 0.1

ハクビシン 実施隊活動・生息調査 120人・日 0 0 64 #DIV/0! 0.1

カラス 127 102 42 340.0 0.0 0.0 0.0

R4 カワウ・サギ 推進事業 11,310 9,048 8,060 143.7 0.0 0.0 0.0

実施隊活動・生息調査 29人・日 17,401 13,921 13,228 119.9 2.2 1.8 1.9 68.9

R2 イノシシ 緊急捕獲事業 4,709 3,767 2,203 266.0 1.7 1.3 0.6 317.6
シカ イノシシ 759 1,222 978 2,229 -412.7 0.4 0.4 0.6 -211.1
アライグマ ニホンジカ 179 33 26 256 -3,185.7 0.0 0.0 0.2
アナグマ 0 0 323 #DIV/0! 0.3

R3 タヌキ 緊急捕獲事業 0 0 51 #DIV/0! 0.1
ハクビシン イノシシ 98 0 0 64 #DIV/0! 0.1
カラス ニホンジカ 196
カワウ・サギ アライグマ 65

127 102 42 340.0 0.0 0.0 0.0
R4 緊急捕獲事業 11,310 9,048 8,060 143.7 0.0 0.0 0.0

イノシシ 333 17,401 13,921 13,228 119.9 2.2 1.8 1.9 68.9
ニホンジカ 287
アライグマ 130
アナグマ 156
タヌキ 24

R2 イノシシ 推進事業 32,957 28,013 12,663 410.5 75.0 63.8 7.1 603.2
アライグマ イノシシ捕獲檻の整備 24基 2,330 1,980 3,976 -470.3 4.6 3.9 0.7 561.4
ヒヨドリ 実施隊捕獲活動 136人・日 1,250 1,062 4,146 -1,540.4 10.0 8.5 0.9 606.7
カラス 実施隊追い払い活動 63.5人・日 1,180 1,003 8,070 -3,892.7 10.6 9.0 1.8 553.5

R3 ムクドリ 推進事業 450 382 0 661.8 5.5 4.7 0.8 566.3
シカ 実施隊捕獲活動 137人・日 850 722 1,985 -886.7 0.3 0.3 0.0 640.0
タヌキ 実施隊追い払い活動 35.5人・日 1,450 1,232 0 665.1 4.2 3.6 0.0 666.7

R4 その他 推進事業 110 93 744 -3,729.4 1.0 0.9 0.2 566.7
カワウ 実施隊捕獲活動 156.5人・日 11,319 9,621 13,291 -116.1

実施隊追い払い活動 40人・日 51,896 44,108 44,875 90.2 111.3 94.6 11.5 597.4

R2 イノシシ 緊急捕獲 （頭） 32,957 28,013 12,663 410.5 75.0 63.8 7.1 603.2
アライグマ イノシシ 1015 2,330 1,980 3,976 -470.3 4.6 3.9 0.7 561.4
ヒヨドリ ニホンジカ 152 1,250 1,062 4,146 -1,540.4 10.0 8.5 0.9 606.7
カラス アライグマ 439 1,180 1,003 8,070 -3,892.7 10.6 9.0 1.8 553.5
ムクドリ 450 382 0 661.8 5.5 4.7 0.8 566.3
シカ 850 722 1,985 -886.7 0.3 0.3 0.0 640.0

R3 タヌキ 緊急捕獲 1,450 1,232 0 665.1 4.2 3.6 0.0 666.7
その他 イノシシ 151 110 93 744 -3,729.4 1.0 0.9 0.2 566.7
カワウ ニホンジカ 108 11,319 9,621 13,291 -116.1

アライグマ 356 51,896 44,108 44,875 90.2 111.3 94.6 11.5 597.4

R4 緊急捕獲
イノシシ 389
ニホンジカ 182
アライグマ 435

R2 イノシシ 緊急捕獲 （頭・羽） 313 280 410 -294 1.6 1.4 0.3 700
アライグマ イノシシ 241 424 380 249 398 0.1 0.0 0.1 -200
カラス カラス 2 40 36 5 875 0.0 0.0 0.0 #DIV/0!
ムクドリ 37 37 0 #DIV/0! 0.0 0.0 0.0 #DIV/0!

R3 ヒヨドリ 緊急捕獲 42 42 51 #DIV/0! 0.0 0.0 0.1 #DIV/0!
カワウ イノシシ 28 5000 4495 4495 100 #DIV/0!

カラス 2

R4 緊急捕獲
イノシシ 159 5,856 5,270 5,210 110.2 1.7 1.5 0.4 655.0
カラス 2
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令和４年度の農林水産被害額に
ついては、令和２年度、令和３年
度と比べても軽減を図れているも
のと考えております。

　令和２年度からの３年間で地元猟友会協力のもと、
効果的な捕獲を実施し、農地周辺における害獣の生息
密度を低下させ、農作物被害等を減少させることがで
きた。
　今後も、捕獲及び防護の観点から農作物被害軽減対
策を推進していく。

積極的な捕獲活動を実施いただい
たことで、被害金額が減少したと考
えられる。
今後も対策を強化するとともに、被
害の多い地域では地域ぐるみで現
在の対策を強化するとともに、追い
払い等を含めた対策を実施された
い。

岩出市農業委員会　会長　岸谷忠
彦

　被害金額、面積はとも目標達成となっ
ており、捕獲対策が一定の効果をあげて
いると評価します。
　しかし、イノシシの被害額は増加してお
り、カワウ被害も依然として被害の大半
を占めるため、さらなる対策を講じていく
ことが必要です。

紀美野町鳥
獣被害対策

協議会
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　※イノシシ・シカ対策について
　実施隊捕獲活動・生息調査によ
り、山中での獣類の動向や行動
域をモニタリングし、実際に猟を
行うことで、計イノシシ14頭、シカ
20頭を捕獲した。また、捕獲でき
なかった際は、猟犬等による追い
払いを行った。
　これら対策とR3年度のCSFまん
延により、被害金額が基準年より
144.9万円、被害面積が0.89ha減
少した。

　令和２年度から３年間において有害鳥獣の捕獲や町
単独での防護柵の設置支援を行った結果、被害金額
については、目標である1392.1万円を達成できたが、
被害面積は1.89haと目標には届かなかった。しかしな
がら、現状数値からの減少、農家から被害が減少した
との声も出ているため、一定の効果があったものと考
えられる。今後も積極的な有害鳥獣の捕獲と農作物へ
の防護柵の設置の両方の観点から、農作物への被害
減少に向けた対策を継続していく。

　国庫補助等を積極的に活用し、被
害防止の為に捕獲・防護の観点か
ら取り組んでいただいている。対策
を行った地域からは被害が減ったと
の声もあるため、引き続き対策を継
続されたい。

紀美野町農業委員会　会長　宮西
幸次

　被害金額は目標を達成しており、実施
隊活動や捕獲等の対策が一定の効果を
上げていると評価します。
　しかし、被害額の減少要因であるイノ
シシ被害の大幅減少には、豚熱による
影響を考慮することが必要で、一旦減少
した被害がまた、反転増加しないよう、
状況把握に努め、捕獲や防護の対策の
継続が重要である。
　また、シカ、アライグマ他小動物の被害
が増加傾向にあるため、捕獲従事者が
高齢化等で減少する中、それらの捕獲
対策等を今後は充実していく方策が必
要です。
　

捕獲等により、被害金額が基準
年より144.9万円、被害面積が
0.89ha減少した。

　令和２年度から３年間において有害鳥獣の捕獲や町
単独での防護柵の設置支援を行った結果、被害金額
については、目標である1392.1万円を達成できたが、
被害面積は1.89haと目標には届かなかった。しかしな
がら、現状数値からの減少、農家から被害が減少した
との声も出ているため、一定の効果があったものと考
えられる。今後も積極的な有害鳥獣の捕獲と農作物へ
の防護柵の設置の両方の観点から、農作物への被害
減少に向けた対策を継続していく。

　国庫補助等を積極的に活用し、被
害防止の為に捕獲・防護の観点か
ら取り組んでいただいている。対策
を行った地域からは被害が減ったと
の声もあるため、引き続き対策を継
続されたい。

紀美野町農業委員会　会長　宮西
幸次

　被害金額は目標を達成しており、実施
隊活動や捕獲等の対策が一定の効果を
上げていると評価します。
　しかし、被害額の減少要因であるイノ
シシ被害の大幅減少には、豚熱による
影響を考慮することが必要で、一旦減少
した被害がまた、反転増加しないよう、
状況把握に努め、捕獲や防護の対策の
継続が重要です。
　また、シカ、アライグマ他小動物の被害
が増加傾向にあるため、捕獲従事者が
高齢化等で減少する中、それらの捕獲
対策等を今後は充実していく方策が必
要です。
　

　交付金を有効活用し被害防止に
取り組んでいただいています。今後
も猟友会等に協力をいただきながら
被害金額目標値の達成が維持でき
るように取り組んでください。

紀の川市農業委員会　会長　西川
泰弘

　被害金額は目標をほぼ達成、面積は
達成となっており、実施隊活動や捕獲対
策等が一定の効果をあげていると評価
します。
　しかし、被害額の減少要因であるイノ
シシ被害の大幅減少には、豚熱による
影響を考慮することが必要で、一旦減少
した被害がまた、反転増加しないよう、
状況把握に努め、捕獲や防護の対策の
継続が重要です。
　また、種別にみると、シカ、アライグマ、
ヒヨドリ、カラス、カワウなど、基準年より
被害金額が増加した鳥獣もあります。こ
れらの鳥獣について、現場の実情を十
分に把握した上で、対策を強化し、さら
なる被害軽減に努めていく必要がありま
す。

紀美野町
（紀美野町
鳥獣被害対
策協議会）

紀
美
野
町

　令和２年度からの３年間で実施隊による捕獲・追払い
活動を活発に実施したことにより、一定の捕獲実績が
維持でき、目標達成につなげることができた。

紀の川市鳥
獣被害防止
対策協議会

紀
の
川
市

効果的な捕獲活動の推進により
被害を軽減することができ、追払
いにより地域での出没頻度が減
少した。

紀の川市
（紀の川市
鳥獣被害防
止対策協議

会）

紀
の
川
市

効果的な捕獲活動の推進により
被害を軽減することができ、追払
いにより地域での出没頻度が減
少した。

　令和２年度からの３年間で地元猟友会協力のもと、
効果的な捕獲を実施し、農地周辺における害獣の生息
密度を低下させ、農作物被害等を減少させることがで
きた。
　今後も、捕獲及び防護の観点から農作物被害軽減対
策を推進していく。

交付金を有効活用し被害防止に取
り組んでいただいています。今後も
猟友会等に協力をいただきながら
被害金額目標値の達成が維持でき
るように取り組んでください。

紀の川市農業委員会　会長　西川
泰弘

　被害金額は目標をほぼ達成、面積は
達成となっており、実施隊活動や捕獲対
策等が一定の効果をあげていると評価
します。
　しかし、被害額の減少要因であるイノ
シシ被害の大幅減少には、豚熱による
影響を考慮することが必要で、一旦減少
した被害が反転増加しないよう、状況把
握に努め、捕獲や防護の対策の継続が
重要です。
　また、種別にみると、シカ、アライグマ、
ヒヨドリ、カラス、カワウなど、基準年より
被害金額が増加した鳥獣もあります。こ
れらの鳥獣について、現場の実情を十
分に把握した上で、対策を強化し、さら
なる被害軽減に努めていく必要がありま
す。



（協議会名） 現状値 目標値 実績値
達成率

(%)
現状値 目標値 実績値

達成率
(%)

被害金額（千円） 被害面積(ha)
事業実施主

体名
対
象
地
域

実施
年度

対象
鳥獣

事業内容 事業量 管理主体
供用
開始

利用
率・
稼働
率
(%)

事業効果

被害防止計画の目標と実績

事業実施主体の評価 第三者の意見
都道府県の評価

（被害金額・面積のいずれか70％以上の
達成率の場合、ほぼ達成とした。）

R2 イノシシ 推進事業 6,733 4,713 5,297 71.1 24.9 17.4 15.5 125.4
シカ イノシシ・シカ捕獲檻 15台 2,051 1,435 1,592 74.5 13.5 9.4 9.0 109.9
アライグマ 電気止め刺し機 19台 2,369 1,635 1,770 81.6 4.2 2.9 2.6 126.9
タヌキ 動物発信器専用受信機 3台 80 80 86 #DIV/0! 0.1 0.1 0.1 #DIV/0!
カラス 鳥獣暗視カメラ 3台 252 176 193 77.6 0.6 0.4 0.4 82.4
カワウ 440 308 440 0.0 0.0 0.0 #DIV/0!

R3 サギ 推進事業 440 308 440 0.0 0.0 0.0 #DIV/0!
アライグマ捕獲檻 10台
デジタル簡易無線登録局 10台
イノシシ・シカ捕獲檻 10台 12,365 8,655 9,818 68.7 43.3 30.3 27.7 120.2
電気止め刺し機 18台

R4 推進事業
イノシシ・シカ捕獲檻 10台
デジタル簡易無線登録局 13台

R2 イノシシ 緊急捕獲事業 （頭） 6,733 4,713 5,297 71.1 24.9 17.4 15.5 125.4
シカ イノシシ 1000 2,051 1,435 1,592 74.5 13.5 9.4 9.0 109.9
アライグマ シカ 93 2,369 1,635 1,770 81.6 4.2 2.9 2.6 126.9
タヌキ アライグマ 118 80 80 86 #DIV/0! 0.1 0.1 0.1 #DIV/0!
カラス 252 176 193 77.6 0.6 0.4 0.4 82.4
カワウ 440 308 440 0.0 0.0 0.0 #DIV/0!

R3 サギ 緊急捕獲事業 440 308 440 0.0 0.0 0.0 #DIV/0!
イノシシ 224
シカ 108
アライグマ 75 12,365 8,655 9,818 68.7 43.3 30.3 27.7 120.2

R4 緊急捕獲事業
イノシシ 454
シカ 122
アライグマ 94

R2 イノシシ 推進事業 15,049 10,530 7,720 162.2 #DIV/0!
ニホンジカ イノシシ・シカ用捕獲檻 22基 1,304 910 2,680 -349.2 #DIV/0!
サル 電気止刺機 8個 31 20 910 -7,990.9 #DIV/0!
アライグマ デジタル無線機 50台 11,780 8,250 10,680 31.2 #DIV/0!
カラス 6,222 4,360 9,750 -189.5 #DIV/0!
カワウ・サギ 4,992 3,490 3,320 111.3 #DIV/0!

R3 推進事業 #DIV/0!
イノシシ・シカ用捕獲檻 32基 #DIV/0!

39,378 27,560 35,060 36.5 0.0 0.0 0.0 #DIV/0!

R4 推進事業
イノシシ・シカ捕獲檻 21基

緊急捕獲活動による有害捕獲を
推進したことで、イノシシ、シカ、ア
ライグマの被害が軽減した。

猟友会の協力の下、有害捕獲に取り組んだ結果、令和
4年度の捕獲頭数は、イノシシ454頭、シカ122頭、アラ
イグマ94頭であった。計画目標についても達成率７０％
を超えほぼ達成することができた。その理由としては、
生産者による自己防衛施策の充実や実施隊による捕
獲、アライグマ防除講習会への参加者増加が挙げられ
る。
今後も引き続き、農業者等生産者に対し、狩猟免許等
取得やアライグマの防除講習等を行い、鳥獣被害防止
への意識を高めてもらうとともに、緊急捕獲等の事業を
活用することによって向上に努めたい。

本事業により、イノシシやシカの捕
獲について一定の効果がみられ被
害軽減効果は高いと考えます。引き
続き、捕獲力向上を図るとともに、
状況に応じて侵入防止柵の整備や
環境整備など複合的な対策を実施
するなど被害防止に努めていただき
たい。

橋本市農業委員会　会長　池田　泰
子

　被害金額は目標達成率が70％未満で
すが、被害面積は目標を達成し、捕獲機
材導入や捕獲対策等が一定の効果が
あったと評価します。
　被害をもたらしている主要な獣種につ
いては、いずれも基準年から被害額・面
積とも減少しているため、これまでの対
策の継続強化していくことが必要です。

かつらぎ町
鳥獣被害防
止対策協議

会

か
つ
ら
ぎ
町

個体数の増減による影響はある
が、計画どおり捕獲を目指し、一
定の効果を上げていると考えてい
る。

【被害額が減少しない原因】
イノシシでは、令和２年度に豚熱と考えられる影響で頭
数が激減してから、その後ゆっくりと個体数は増加傾向
である。
ニホンジカでは、捕獲頭数は増えているものの個体数
の増加は進んでおり、山間部を中心に被害は増加して
いる。
サルでは、町内河北の一部地域を中心とした行動を
とっており、その地域周辺で農作物の食害が増加し
た。
アライグマでは、モモやブドウなどの単価の高い果実
の被害が多数発生したことから被害額が増加した。
カラスでは、果樹園地を中心に捕獲しても他の個体が
すぐに侵入している。また、銃所持者の高齢化が進ん
でおり、個体数の増加と被害範囲が広く、被害がやや
増加することとなった。
カワウ・サギ類では、積極的な捕獲活動で被害額は減
少した。
今回未達成となった理由としては、ニホンジカとカラス
による被害が大きく影響していると考える。

【今後の対策等】
実施主体である実施隊員は高齢化傾向ではあるが、
猟友会の新規加入者もあり隊員数はほぼ維持できて
いる状況であるため、引き続き隊員数の確保に努め
る。
イノシシ、ニホンジカでは、捕獲檻、くくり罠、電気止刺
機の配布を行い、捕獲数の増加を目指す。併せて、県
単防護柵の推進により被害防止を行う。
サルの被害対策として、令和４年度から１年を通して有
害を出し、いつでも捕獲が行えるようにしている。捕獲
檻の設置や実施隊銃器所持者との連携による捕獲活
動を行う。
アライグマでは、狩猟免許を有しない者に対して従事
者研修を行うとともに捕獲檻の貸出を行うことで、ある
程度捕獲頭数の維持はできている。
カラス、カワウ・サギ類では、捕獲を進めるうえで銃所
持者の高齢化が課題となっているため、担い手の育成
確保に努める。

　ここ数年の実績でも、多くのイノシ
シ・ニホンジカを捕獲していただいて
おりますが、個体数の増加等により
依然として農作物等の被害は発生
しているところです。
　農作物等の被害の軽減のため
に、今後も地域住民と連携を図りな
がら、積極的な捕獲活動を行ってい
ただきたいと考えます。

かつらぎ町農業委員会　会長　里神
賢幸

　イノシシの被害額が大幅に減少したも
のの、シカ、サル、カラスの被害が大幅
に増加し、目標達成が出来ない要因と
なっており、従来の対策では効果が不十
分であると評価しています。
　今後はこれらの鳥獣の被害の実情を
詳細に把握した上で、地域の猟友会員
や農業者と連携し、鳥獣の特性に応じた
対策（防護柵の設置推進と、シカでは捕
獲の一層の強化、カラスは銃での追い
払い等、サルは有害個体の捕獲を講じ
ていくことがj必要です。

橋本市鳥獣
害防止対策
推進協議会

橋
本
市

購入した機材を活用し、実施隊員
による捕獲活動を効率的に行っ
たことで、イノシシ、シカ、アライグ
マの被害が軽減した。

　協議会で導入した檻を実施隊の有害捕獲に活用し、
取り組んだ結果、令和4年度の捕獲頭数は、イノシシ
454頭、シカ122頭、アライグマ94頭であった。計画目標
についても達成率７０％を超え、ほぼ達成することがで
きた。
　その理由としては、電波発信機・受信機や電気止め
刺し機の利用により実施隊の労力が軽減されたこと
や、農林産物の生産者による自己防衛施策の充実が
あげられる。
　今後は、生産者に対し狩猟免許取得を推進し、また、
事業を有効活用することにより実施隊の労力軽減や有
害捕獲の効率化を図り、鳥獣被害防止に努めていく必
要がある。

本事業により、イノシシやシカの捕
獲について一定の効果がみられ被
害軽減効果は高いと考えます。引き
続き、捕獲力向上を図るとともに、
状況に応じて侵入防止柵の整備や
環境整備など複合的な対策を実施
するなど被害防止に努めていただき
たい。

橋本市農業委員会　会長　池田　泰
子

　被害金額は目標達成率が70％未満で
すが、被害面積は目標を達成し、捕獲機
材導入や捕獲対策等が一定の効果が
あったと評価します。
　被害をもたらしている主要な獣種につ
いては、いずれも基準年から被害額・面
積とも減少しているため、これまでの対
策の継続強化していくことが必要です。

橋本市（橋
本市鳥獣害
防止対策推
進協議会）

橋
本
市



（協議会名） 現状値 目標値 実績値
達成率

(%)
現状値 目標値 実績値

達成率
(%)

被害金額（千円） 被害面積(ha)
事業実施主

体名
対
象
地
域

実施
年度

対象
鳥獣

事業内容 事業量 管理主体
供用
開始

利用
率・
稼働
率
(%)

事業効果

被害防止計画の目標と実績

事業実施主体の評価 第三者の意見
都道府県の評価

（被害金額・面積のいずれか70％以上の
達成率の場合、ほぼ達成とした。）

R2 イノシシ 緊急捕獲事業 （頭） 15,049 10,530 7,720 162.2 #DIV/0!
ニホンジカ イノシシ 962 1,304 910 2,680 -349.2 #DIV/0!
サル ニホンジカ 121 31 20 910 -7,990.9 #DIV/0!
アライグマ 11,780 8,250 10,680 31.2 #DIV/0!
カラス 6,222 4,360 9,750 -189.5 #DIV/0!
カワウ・サギ 4,992 3,490 3,320 111.3 #DIV/0!

R3 緊急捕獲事業 #DIV/0!
イノシシ 136 #DIV/0!
ニホンジカ 117

39,378 27,560 35,060 36.5 0.0 0.0 0.0 #DIV/0!

R4 緊急捕獲事業
イノシシ 314
ニホンジカ 180

R2 イノシシ 緊急捕獲事業 （頭） 8,856 7,085 4,182 263.9 4.1 3.3 1.7 292.7
シカ イノシシ 293 2,241 1,793 1,435 179.9 1.0 0.8 0.6 209.5
アライグマ シカ 149 1,873 1,498 157 457.6 1.9 1.5 0.9 265.8
カラス 0 0 105 #DIV/0! 0.0 0.0 0.0 #DIV/0!
カワウ・サギ 5,000 4,000 5,000 0.0 0.0 0.0 0.0 #DIV/0!

R3 緊急捕獲事業
イノシシ 77
シカ 118

17,970 14,376 10,879 197.3 7.1 5.6 3.2 270.2

R4 緊急捕獲事業
イノシシ 152
シカ 158

かつらぎ町
（かつらぎ

町鳥獣被害
防止対策協

議会）

か
つ
ら
ぎ
町

個体数の増減による影響はある
が、計画どおり捕獲を目指し、一
定の効果を上げていると考えてい
る。

【被害額が減少しない原因】
イノシシでは、令和２年度に豚熱と考えられる影響で頭
数が激減してから、その後ゆっくりと個体数は増加傾向
である。
ニホンジカでは、捕獲頭数は増えているものの個体数
の増加は進んでおり、山間部を中心に被害は増加して
いる。
サルでは、町内河北の一部地域を中心とした行動を
とっており、その地域周辺で農作物の食害が増加し
た。
アライグマでは、モモやブドウなどの単価の高い果実
の被害が多数発生したことから被害額が増加した。
カラスでは、果樹園地を中心に捕獲しても他の個体が
すぐに侵入している。また、銃所持者の高齢化が進ん
でおり、個体数の増加と被害範囲が広く、被害がやや
増加することとなった。
カワウ・サギ類では、積極的な捕獲活動で被害額は減
少した。
今回未達成となった理由としては、ニホンジカとカラス
による被害が大きく影響していると考える。

【今後の対策等】
実施主体である実施隊員は高齢化傾向ではあるが、
猟友会の新規加入者もあり隊員数はほぼ維持できて
いる状況であるため、引き続き隊員数の確保に努め
る。
イノシシ、ニホンジカでは、捕獲檻、くくり罠、電気止刺
機の配布を行い、捕獲数の増加を目指す。併せて、県
単防護柵の推進により被害防止を行う。
サルの被害対策として、令和４年度から１年を通して有
害を出し、いつでも捕獲が行えるようにしている。捕獲
檻の設置や実施隊銃器所持者との連携による捕獲活
動を行う。
アライグマでは、狩猟免許を有しない者に対して従事
者研修を行うとともに捕獲檻の貸出を行うことで、ある
程度捕獲頭数の維持はできている。
カラス、カワウ・サギ類では、捕獲を進めるうえで銃所
持者の高齢化が課題となっているため、担い手の育成
確保に努める。

　ここ数年の実績でも、多くのイノシ
シ・ニホンジカを捕獲していただいて
おりますが、個体数の増加等により
依然として農作物等の被害は発生
しているところです。
　農作物等の被害の軽減のため
に、今後も地域住民と連携を図りな
がら、積極的な捕獲活動を行ってい
ただきたいと考えます。

かつらぎ町農業委員会　会長　里神
賢幸

　イノシシの被害額が大幅に減少したも
のの、シカ、サル、カラスの被害が大幅
に増加し、目標達成が出来ない要因と
なっており、従来の対策では効果が不十
分であると評価しています。
　今後はこれらの鳥獣の被害の実情を
詳細に把握した上で、地域の猟友会員
や農業者と連携し、鳥獣の特性に応じた
対策（防護柵の設置推進と、シカでは捕
獲の一層の強化、カラスは銃での追い
払い等、サルは有害個体の捕獲を講じ
ていくことがj必要です。

九度山町
（伊都地方
鳥獣被害対
策連絡協議

会）

九
度
山
町

有害捕獲の取組により、また、豚
熱の影響による個体数の減少も
あり、被害を一定程度抑制したと
考えられる。

　鳥獣被害対策実施隊活動における有害鳥獣の緊急
捕獲の捕獲頭数が年々増加している。またイノシシに
ついては、令和３年度の豚熱の発生で個体数が減少し
た影響が被害状況にあらわれていると考えられる。
　また、防護柵の設置については、一体的な設置を進
めているが、依然として「個」での対応もあり、「全体」と
しての効果は薄いようであるが、設置場所については
確実な効果が現れ、農作物被害の減少にも奇与してい
るものと思われる。

鳥獣の捕獲や農作物の被害額等か
らみると、被害防止に繋がっている
ことがうかがえる。今後も、町や猟
友会ともに積極的に被害防止に向
け、捕獲や防護柵設置といった対策
を引き続き取り組んでいただきた
い。

森林組合こうや　業務課長　石井雄
二

　被害金額・面積とも、目標を達成し、捕
獲等の対策に効果があったと評価して
います。
　今後も対策を継続していくことが必要
です。



（協議会名） 現状値 目標値 実績値
達成率

(%)
現状値 目標値 実績値

達成率
(%)

被害金額（千円） 被害面積(ha)
事業実施主

体名
対
象
地
域

実施
年度

対象
鳥獣

事業内容 事業量 管理主体
供用
開始

利用
率・
稼働
率
(%)

事業効果

被害防止計画の目標と実績

事業実施主体の評価 第三者の意見
都道府県の評価

（被害金額・面積のいずれか70％以上の
達成率の場合、ほぼ達成とした。）

R2 イノシシ 推進事業 （基） 170 119 240 -137.3 0.5 0.3 0.2 173.3
シカ くくり罠 15 465 325 350 82.1 0.4 0.3 0.5 -83.3
サル 0 0 0 #DIV/0! 0.0 0.0 0.0 #DIV/0!
アライグマ等 381 267 230 132.5 0.3 0.2 0.2 166.7
山林被害（シ 15,180 10,626 10,000 113.7 6.9 4.8 4.6 111.6

R3 推進事業
大型檻 3
くくり罠 15

16,196 11,337 10,820 110.6 8 6 5 107.8

R4 推進事業
小型檻 13

R2 イノシシ 緊急捕獲事業 （頭） 170 119 240 -137.3 0.5 0.3 0.2 173.3
シカ イノシシ 67 465 325 350 82.1 0.4 0.3 0.5 -83.3
サル シカ 144 0 0 0 #DIV/0! 0.0 0.0 0.0 #DIV/0!
アライグマ等 アライグマ 10 381 267 230 132.5 0.3 0.2 0.2 166.7
山林被害（シ 15,180 10,626 10,000 113.7 6.9 4.8 4.6 111.6

R3 緊急捕獲事業
イノシシ 14
シカ 164
アライグマ等 26 16,196 11,337 10,820 110.6 8 6 5 107.8

R4 緊急捕獲事業
イノシシ 25
シカ 186
アライグマ等 32

R2 イノシシ 推進事業 15,734 14,161 13,291 155.3 3.3 3.0 3.2 42.4
シカ 捕獲作業経費 8,505 7,655 7,501 118.1 1.8 1.6 1.8 0.0
サル （わな見回り作業等委託） ３組合で実施 2,126 1,914 1,250 413.2 0.5 0.4 0.3 375.0
アライグマ 実施隊による生息・被害調査 50人・日 851 766 625 265.9 0.2 0.2 0.2 300.0
ヒヨドリ 662 596 499 247.0 0.1 0.1 0.1 200.0

R3 推進事業
捕獲作業経費
（わな見回り作業等委託） ３組合で実施

実施隊による生息・被害調査 49人・日 27,878 25,092 23,166 169.1 5.9 5.3 5.6 59.6

R4 推進事業
捕獲作業経費
（わな見回り作業等委託） ３組合で実施

実施隊による生息・被害調査 33人・日

R2 イノシシ 緊急捕獲事業 （頭） 15,734 14,161 13,291 155.3 3.3 3.0 3.2 42.4
シカ イノシシ 217 8,505 7,655 7,501 118.1 1.8 1.6 1.8 0.0
サル シカ 42 2,126 1,914 1,250 413.2 0.5 0.4 0.3 375.0
アライグマ サル 2 851 766 625 265.9 0.2 0.2 0.2 300.0
ヒヨドリ 662 596 499 247.0 0.1 0.1 0.1 200.0

R3 緊急捕獲事業
イノシシ 141
シカ 40
サル 2 27,878 25,092 23,166 169.1 5.9 5.3 5.6 59.6

R4 緊急捕獲事業
イノシシ 170
シカ 45
サル 2

高野町鳥獣
害対策協議

会

高
野
町

猟友会との連携強化を行い、捕
獲数の増加を図り、被害の拡大を
防止した。

　今回被害金額の目標を達成した理由は、３年間有害
捕獲や捕獲活動を実施、推進事業で購入した大型檻
や小型檻、くくり罠等省力化を図る捕獲器の購入等を
実施した結果、延べ668頭を捕獲し個体数の減少を
図ったことが要因と考える。
また、捕獲実施隊活動を継続して実施するとともに、罠
の購入等実施隊の労力軽減を図ったことが効果的で
あったと評価するため、引き続き事業を実施し、被害面
積及び金額の減少に努めたい。

高野町や猟友会による有害捕獲事
業を継続して実施したことにより、令
和2年度、令和3年度、令和4年度で
延べ668頭と一定の捕獲が実現でき
たことが町内各地域において、イノ
シシ、ニホンジカ、アライグマ等によ
る農作物等の被害の軽減に繋がっ
たと考える。
これらを継続出来た主な要因は、協
議会により捕獲従事者の捕獲労力
の省力化等に取り組んだことによる
と考える。
　今後も有害鳥獣の捕獲をより一層
強化していただくと共に、捕獲従事
者労力軽減を目的とした支援を充
実し被害軽減及び個体数の減少に
努めていただきたい。

高野町東細川　区長代理　　下　洋
一

　被害金額・面積とも、目標を達成し、捕
獲等の対策に効果があったと評価して
います。
　しかしながら、イノシシについては、被
害額が増加し、シカについては被害面積
と捕獲数が増加しているため、今後は捕
獲等の対策を強化していくことが必要で
す。

高野町（高
野町鳥獣害
対策協議

会）

高
野
町

猟友会との連携強化を行い、捕
獲数の増加を図り、被害の拡大を
防止した。

　平成26年度以降から猟友会との連携強化を行い、個
体管理を積極的に行っており、令和２年度から３年間
の有害捕獲では延べ６６８頭を捕獲し、個体数の減少
を図ったことが全体的な被害防止に貢献したと評価で
きる。引き続き事業を実施し、被害面積及び金額の減
少に努めたい。

高野町や猟友会による有害捕獲事
業を継続して実施したことにより、令
和２年度、令和３年度、令和４年度
で延べ６６８頭と一定の捕獲が実現
できたことが町内各地域において、
イノシシ、ニホンジカ、アライグマ等
による農作物等の被害の軽減に繋
がったと考える。
　今後も有害鳥獣の捕獲をより一層
強化していただくと共に、捕獲従事
者労力軽減を目的とした支援を充
実し被害軽減及び個体数の減少に
努めていただきたい。

高野町東細川　区長代理　　下　洋
一

　被害金額・面積とも、目標を達成し、捕
獲等の対策に効果があったと評価して
います。
　しかしながら、イノシシについては、被
害額が増加し、シカについては被害面積
と捕獲数が増加しているため、今後は捕
獲等の対策を強化していくことが必要で
す。

湯浅町鳥獣
害対策協議

会

湯
浅
町

　地区獣害組合によるわな見回り
等の捕獲作業や、設置檻の周辺
見廻り及び山見廻り及びくくり罠
付近の巡回の結果、
　令和2年度は、前年に比べて被
害面積、量、金額ともに減少し
た。
　令和3年度は、被害面積、被害
量は前年に比べて減少した。（豚
熱の影響によりイノシシの捕獲頭
数が減少。）
　令和4年度は、被害面積、被害
量は前年に比べて減少した。

　地域の農家によるワナの見回り作業、防護柵の設置
や実施隊による被害、生息状況調査に加え、有害捕獲
の実施等により、鳥類、獣類ともに被害が軽減し、効果
があった。
　目標について、被害面積は一部の鳥獣については基
準年よりは減少し減少傾向にはあるものの、シカにつ
いては横ばいとなっていることが目標未達成の理由の
一つである。
　被害金額については目標を達成している状況ではあ
るが、農産物単価の上昇により被害金額が増加傾向
にある。
　以上のことから現在まで取り組んでいた事業等につ
いてより一層強化するとともに、捕獲の担い手を確保
し、捕獲圧の維持に努める等様々な施策を実施し、個
体数を抑制、減少を目指す。

　防護柵による防護対策は各地区
進んできたものの、過去に設置した
防護柵の老朽化や防護柵の高さ不
足によるシカ被害が課題である。被
害面積については目標未達成と
なったものの、大方減少傾向を示し
ている。農産物の単価上昇により被
害金額は増加傾向にあるが、担い
手の確保や猟友会組織の体制強化
など様々な施策を講じ個体数を減
少させることにより被害の更なる減
少を目指してほしい。

湯浅町農業士会　会長　　林　稔己

　被害金額については、対象獣種で目
標達成され、被害面積は達成率が70％
未満であるものの、地域の獣害対策組
合による捕獲対策等に一定の効果が
あったと評価します。
　今後もまだ被害金額の多いイノシシ、
シカを中心とした対策を継続強化してい
くことが必要です。

湯浅町（湯
浅町鳥獣害
対策協議

会）

湯
浅
町

猟友会との連携強化を行い、捕
獲数の増加を図り、被害の拡大を
防止した。

　地域の農家によるワナの見回り作業、防護柵の設置
や実施隊による被害、生息状況調査に加え、有害捕獲
の実施等により、鳥類、獣類ともに被害が軽減し、効果
があった。
　目標について、被害面積は一部の鳥獣については基
準年よりは減少し減少傾向にはあるものの、シカにつ
いては横ばいとなっていることが目標未達成の理由の
一つである。
　被害金額については目標を達成している状況ではあ
るが、農産物単価の上昇により被害金額が増加傾向
にある。
　以上のことから現在まで取り組んでいた事業等につ
いてより一層強化するとともに、捕獲の担い手を確保
し、捕獲圧の維持に努める等様々な施策を実施し、個
体数を抑制、減少を目指す。

シカの被害面積が横ばいなどの影
響により面積については目標未達
成となったものの、大方減少傾向を
示している。
　農産物の単価上昇により被害金
額は増加傾向にあるが、担い手の
確保等様々な施策を講じ個体数を
減少させることにより被害の更なる
減少を目指してほしい。

湯浅町農業士会　会長　林　稔己

　被害金額については、対象獣種で目
標達成され、被害面積は達成率が70％
未満であるものの、地域の獣害対策組
合による捕獲対策等に一定の効果が
あったと評価します。
　今後もまだ被害金額の多いイノシシ、
シカを中心とした対策を継続強化してい
くことが必要です。



（協議会名） 現状値 目標値 実績値
達成率

(%)
現状値 目標値 実績値

達成率
(%)

被害金額（千円） 被害面積(ha)
事業実施主

体名
対
象
地
域

実施
年度

対象
鳥獣

事業内容 事業量 管理主体
供用
開始

利用
率・
稼働
率
(%)

事業効果

被害防止計画の目標と実績

事業実施主体の評価 第三者の意見
都道府県の評価

（被害金額・面積のいずれか70％以上の
達成率の場合、ほぼ達成とした。）

R2 イノシシ 推進事業 3,843 3,030 2,373 180.8 20.3 16.2 15.6 113.7
シカ 実施隊による被害・生息状況調 97人・日 5,151 4,070 3,070 192.5 21.5 17.2 15.5 140.1
サル サル発信器購入 1基 733 500 1,556 -353.2 2.0 1.6 2.4 -117.5
アライグマ他 ICTわな設置 1基 1,380 1,100 1,320 21.4 11.9 9.5 7.0 206.3

整備事業
防護柵の整備 3280m R3.3.26

R3 推進事業
実施隊による被害・生息状況調 97
アニマルセンサーlite 3
サル囲いわな（サークルM） 1 11,107 8,700 8,319 115.8 55.7 44.5 40.5 135.3

整備事業
防護柵の整備 1846m R4.3.23

R4 推進事業
捕獲作業経費
（わな見回り作業等委託） ３組合で実施

実施隊による生息・被害調査 33人・日

整備事業
防護柵の整備 2571m R5.3.22

R2 イノシシ 緊急捕獲事業 （頭） 3,843 3,030 2,373 180.8 20.3 16.2 15.6 113.7
シカ イノシシ 227 5,151 4,070 3,070 192.5 21.5 17.2 15.5 140.1
サル シカ 342 733 500 1,556 -353.2 2.0 1.6 2.4 -117.5
アライグマ サル 8 1,380 1,100 1,320 21.4 11.9 9.5 7.0 206.3
ヒヨドリ

R3 緊急捕獲事業
イノシシ 95
シカ 332
サル 3 11,107 8,700 8,319 115.8 55.7 44.5 40.5 135.3

R4 緊急捕獲事業
イノシシ 140
シカ 491
サル 1

R2 イノシシ 推進事業 22,355 15,608 13,935 124.8 74.9 51.1 22.9 218.5
シカ 実施隊による捕獲・調査活動 507人・日 6,052 4,236 7,372 -72.7 149.5 104.6 86.9 139.5
サル サル囲い罠 1基 203 142 207 -6.6 0.5 0.3 0.3 81.3
アライグマ 整備事業 1,376 963 1,413 -9.0 1.4 0.9 1.6 -30.0
アナグマ 防護柵の整備 2800m R2.12.14 515 312 569 -26.6 1.5 1.0 1.1 76.0
ハクビシン 50 30 44 30.0 0.5 0.3 0.5 0.0
カラス 130 91 127 7.7 0.8 0.5 0.7 33.3
ウサギ 277 193 206 84.5 0.3 0.2 0.3 37.5

R3 ヒヨドリ 推進事業 302 302 322 #DIV/0! 0.6 0.6 0.5 #DIV/0!
カモシカ 実施隊による捕獲・調査活動 501人・日 3780 2646 3405 33.1 1 0.7 0.75 83.3
カワウ 整備事業 2,100 1,470 1,650 71.4
サギ 防護柵の整備 2050m R4.1.16 900 630 710 70.4

38,040 26,623 29,960 70.8 230.9 160.2 115.5 163.1
R4 推進事業

　実施隊による捕獲・調査活動 503人・日
　ドローンの導入 1機

広川町鳥獣
被害対策協

議会

広
川
町

　実施隊による被害・生息状況調
査が、有害鳥獣の捕獲に繋がっ
ている。
　また、テレメトリ発信器をサルに
装着することによりサルの群れの
接近を感知でき、農作物被害の
防除に一定の効果をあげている。
　また、被害多発地域で防護柵を
計画的に設置することで、被害が
軽減できた。

　農作物の被害及び有害鳥獣の生息状況調査の結果
に基づき、銃やわな等を活用した有害捕獲による捕獲
数の実績が上がっており、被害減少に効果があった。
 また、防護柵の整備が進み、整備済地域では鳥獣被
害が無くなっている。しかしながら、防護柵の未整備地
域においては、鳥獣による被害が存在し、今後も被害
の多い集落への啓発活動や、加害個体の捕獲活動の
推進が依然として重要である。

　被害が多い場所を中心として、農
家自身による被害対策への意識向
上が図られ、複数戸の農家が一体
となって鳥獣害対策に取り組んでい
る地域が、複数ある。具体的には、
箱わなや囲いわな等による有害鳥
獣の捕獲活動等である。
　今後はこれらの活動をより積極的
に取り組んで行くに当たり、鳥獣害
対策の専門知識を地域全体で共有
し、さらに理解を深めていくことが重
要と思われます。

広川町農業士会　 会長　 西岡 邦
和

　被害金額、面積とも目標達成されてお
り、捕獲、防護等の対策に効果があった
とj評価します。
　しかし、サルについては、被害が増加
傾向にあるため、地域の農業者や狩猟
者と連携し、地域ぐるみでの対策に取組
を強化していくことが必要です。

広川町鳥
獣被害対
策協議会

広川町鳥
獣被害対
策協議会

広川町鳥
獣被害対
策協議会

広川町（広
川町鳥獣被
害対策協議

会）

広
川
町

　猟友会の協力を得ながら実施し
ており、捕獲数は年々増加してい
る。
　捕獲数の増加に伴い、農作物
被害は減少し、各年ともに目標値
を達成することができた。

　防護柵の整備が進み、整備済地域では鳥獣被害が
無くなっている。また、銃やわな等を活用した有害捕獲
による捕獲数の実績が上がっており、被害減少に一定
の効果があった。
　しかしながら、未整備地域においては、鳥獣による被
害が存在し、今後も被害の多い集落への対策や、加害
個体の捕獲活動の推進が依然として重要である。

　被害が多い場所を中心として、農
家自身による被害対策への意識向
上が図られ、複数戸の農家が一体
となって鳥獣害対策に取り組んでい
る地域が、複数ある。具体的には、
箱わなや囲いわな等による有害鳥
獣の捕獲活動等である。
　今後はこれらの活動をより積極的
に取り組んで行くに当たり、鳥獣害
対策の専門知識を地域全体で共有
し、さらに理解を深めていくことが重
要と思われます。

広川町農業士会　 会長　 西岡 邦
和

　被害金額、面積とも目標達成されてお
り、捕獲、防護等の対策に効果があった
とj評価します。
　しかし、サルについては、被害が増加
傾向にあるため、地域の農業者や狩猟
者と連携し、地域ぐるみでの対策に取組
を強化していくことが必要です。

有田川町鳥
獣害防止対
策協議会

有
田
川
町

　猟友会と連携を取りながら、農
作物等の被害低減に努めた。
　実施隊による被害・生息状況調
査により、有害鳥獣の捕獲に繋
がっている。
　集落柵の導入により、地域ぐる
みで鳥獣を寄せ付けない環境づく
りを実施した。
　サル対策として、囲い罠を導入
し、群れ捕獲を試みた。

　実施隊の活動については年々出動回数が増え、生
息調査並びに捕獲活動を活発に行い、成果を挙げて
いる。
　また、令和４年度からは「他地域人材活用」メニューを
活用することで、実施隊活動に広がりを持たせた活動
を推進することができている。
　防護柵については、設置地域では特にシカによる被
害が減少傾向にあり、防護柵の効果により農地を含む
集落内への有害獣の出入りがほぼ無くなったと言う住
民からの声も届いている。
　ドローンについては、操縦資格の取得から行い、実際
の飛行により効果を検証を始めたところ。今後も獣害
柵点検等の効果を検証しながら鳥獣害対策に活用して
いく予定である。

 国庫事業等を積極的に活用しなが
ら鳥獣被害防止に努めており、防護
柵を設置した集落では効果がみら
れている。しかし、野生鳥獣の生息
数は依然として高い水準を保ってい
ると考えられることから、捕獲圧の
維持が必要と考えられる。
　このため、関係者で連携しながら、
侵入防止、捕獲等の対策を今後も
継続されたい。

有田川町農業委員会　会長　星田
光司

　被害金額は目標をほぼ達成し、被害面
積は目標を達成しており、実施隊活動等
の捕獲や防護柵の整備等の複合的に実
施された対策に一定の効果があったと
評価します。
　しかし、シカ、サル、アライグマなどに
おいて、被害金額が基準年より増加して
いるため、それらの獣種に応じた対策を
強化していくことが必要です。

有田川町
鳥獣害防
止対策協

議会

有田川町
鳥獣害防
止対策協

議会



（協議会名） 現状値 目標値 実績値
達成率

(%)
現状値 目標値 実績値

達成率
(%)

被害金額（千円） 被害面積(ha)
事業実施主

体名
対
象
地
域

実施
年度

対象
鳥獣

事業内容 事業量 管理主体
供用
開始

利用
率・
稼働
率
(%)

事業効果

被害防止計画の目標と実績

事業実施主体の評価 第三者の意見
都道府県の評価

（被害金額・面積のいずれか70％以上の
達成率の場合、ほぼ達成とした。）

R2 イノシシ 緊急捕獲事業 （頭・羽） 22,355 15,608 13,935 124.8 74.9 51.1 22.9 218.5
シカ イノシシ 1258 6,052 4,236 7,372 -72.7 149.5 104.6 86.9 139.5
サル ニホンジカ 719 203 142 207 -6.6 0.5 0.3 0.3 81.3
アライグマ ニホンザル 12 1,376 963 1,413 -9.0 1.4 0.9 1.6 -30.0
アナグマ アナグマ 182 515 312 569 -26.6 1.5 1.0 1.1 76.0
ハクビシン ウサギ 6 50 30 44 30.0 0.5 0.3 0.5 0.0
カラス カラス 2 130 91 127 7.7 0.8 0.5 0.7 33.3
ウサギ 277 193 206 84.5 0.3 0.2 0.3 37.5

R3 ヒヨドリ 緊急捕獲事業 302 302 322 #DIV/0! 0.6 0.6 0.5 #DIV/0!
カモシカ イノシシ 541 3780 2646 3405 33.1 1 0.7 0.75 83.3
カワウ ニホンジカ 1046 2,100 1,470 1,650 71.4
サギ ニホンザル 14 900 630 710 70.4

アナグマ 95
ハクビシン 24 38,040 26,623 29,960 70.8 230.9 160.2 115.5 163.1
ウサギ 2
カラス 6

R4 緊急捕獲事業
イノシシ 714
ニホンジカ 1039
ニホンザル 8
アナグマ 148
ハクビシン 44
ウサギ 4
カラス 4

R2 イノシシ 緊急捕獲事業 （頭） 1,860 1,674 780 580.6 1.3 1.1 0.5 632.0
シカ イノシシ 298 992 893 1,886 -903.0 0.3 0.3 0.9 -2000.0
サル シカ 119 3,376 3,038 3,604 -67.5 1.3 1.2 1.7 -308.3
アライグマ サル 20 0 0 0 #DIV/0! 0.0 0.0 0.0 #DIV/0!
ウサギ アライグマ 16 100 100 5 #DIV/0! 0.0 0.0 0.0
カモ 507 507 0 #DIV/0! 0.2 0.2 0.0

R3 ヒヨドリ 緊急捕獲事業 150 150 0 #DIV/0! 0.1 0.1 0.0
イノシシ 70
シカ 131
サル 16 6,985 6,362 6,275 114.0 3.1 2.8 3.1 3.5
アライグマ 16

R4 緊急捕獲事業
イノシシ 223
シカ 236
サル 20
アライグマ 43

R2 イノシシ 整備事業 4,475 3,131 4,031 33.0 1.8 1.3 1.4 78.2
ニホンジカ 防護柵の整備（古屋地区） 1000m R2.11.27 4,977 3,483 4,768 14.0 1.9 1.3 1.5 73.7
ニホンザル 2,285 1,599 1,940 50.3 0.5 0.4 0.5 18.8
アライグマ 1,380 966 1,613 -56.3 0.3 0.2 0.3 30.0
タヌキ 207 145 59 238.7 0.1 0.1 0.1 150.0

R3 アナグマ 推進事業 72 50 86 -63.6 0.0 0.0 0.0 0.0
ノウサギ イノシシ・シカ用捕獲檻 2基 220 154 172 72.7 0.1 0.1 0.1 150.0
ハクビシン 実施隊による捕獲活動 39人・日 905 633 0 332.7 0.2 0.1 0.0 400.0
カラス 607 425 565 23.1 0.2 0.1 0.1 100.0
ハト 整備事業 75 53 205 -590.9 0.02 0.01 0.02 0.0
ヒヨドリ 防護柵の整備（古屋地区） 700m R3.10.21 313 219 391 -83.0 0.1 0.1 0.1
スズメ 232 162 263 -44.3 0.1 0.1 0.1

R4 カワウ 整備事業 100 70 80
防護柵の整備（古屋地区） 1500m 15,848 11,090 14,173 35.2 5.4 3.8 4.1 77.2

R4.12.1

印南町鳥獣
被害防止対
策協議会

印
南
町

　野生獣類の侵入を防止できたこ
と、農地周辺に出没する鳥獣を捕
獲したことにより、農作物被害を
軽減。

　捕獲檻や囲いわなを整備し、実施隊による捕獲活動
を実施した。農地周辺に出没する鳥獣を、効果的に捕
獲し、農作物被害を軽減した。
　鳥獣侵入防止施設を設置した地区では、高い被害防
止効果が得られた。捕獲及び防護、環境整備、人材育
成、啓発等、総合的な鳥獣害対策の取り組みを進めた
結果、農作物被害を減少することができた。引き続き、
これらの取り組みを進め、一層の被害防止を図ってい
きたい。

捕獲及び鳥獣侵入防止施設設置を
実施しており、バランスよく対策が講
じられたと判断できます。今後は、
鳥獣侵入防止施設の維持管理を進
めるとともに、対策の進んでいない
地域では被害動向の把握と鳥獣侵
入防止施設の設置等きめ細かい対
策も必要になると考えます。また、
有害捕獲従事者は高齢化が進んで
おり新規の狩猟者育成など長期的
な視点からの対策についても取り組
んでもらいたい。

印南町4Hクラブ　会長　池田　昌玄

　被害面積のみ目標がほぼ達成、被害
金額は達成率が70％未満となったが、
基準年から減少しており、捕獲や防護対
策に一定の効果はあったと評価してい
る。
　ただし、防護柵整備された地域以外で
の被害は減っていないと想定されるた
め、今後は未整備地域での着実に防護
柵整備を進めるとともに、捕獲対策をさ
らに充実していくことが必要です。

印南町鳥
獣害防止
対策協議

会

印南町鳥
獣害防止
対策協議

会

印南町鳥
獣害防止
対策協議

会

由良町（由
良町鳥獣害
防止対策協

議会）

由
良
町

　鳥獣被害防止緊急捕獲活動支
援事業における有害捕獲の実施
により、農地周辺に出没する鳥獣
を捕獲できたことにより、農作物
への被害軽減を図れた。

　鳥獣被害防止緊急捕獲活動支援事業における有害
捕獲により、農地周辺に出没する鳥獣の捕獲を行った
ことで農作物の被害の軽減を図った。
　イノシシは豚熱の影響もあり捕獲数や被害額ともに
減少した。
　ニホンジカによる農作物の被害が平成３０年と比較す
ると倍以上に増加している。
　ニホンザルによる被害は少し増加傾向にある。これら
のことから、引き続き有害捕獲に尽力する必要がある。

　農業者の高齢化による農業者の
減少傾向が伺える。農業者の減少
により放任農地が増加した場合、そ
の農地から鳥獣による被害が発生
する恐れがある。
　鳥獣害対策は被害軽減を図って
いるが、依然、鳥獣による被害が見
受けられるため、有害捕獲だけでな
く、集落環境や防護柵整備等農業
者を守る対策をバランスよく実施し
ていく必要がある。

　由良町農業委員会　会長　平林
孝郎

　被害金額が目標を達成し、被害面積は
基準年からほぼ横ばいとなっており、捕
獲対策は一定の効果があったと評価し
ます。
　しかし、被害面積の増加やシカ、サル
の被害額増加が見られるため、それらに
対する防護等の対策を強化していくこと
が必要です。

有田川町
（有田川町
鳥獣害防止
対策協議

会）

有
田
川
町

　猟友会と連携を取りながら、農
作物等の被害低減に努めた。
　実施隊による被害・生息状況調
査により、有害鳥獣の捕獲に繋
がっている。
　集落柵の導入により、地域ぐる
みで鳥獣を寄せ付けない環境づく
りを実施した。
　サル対策として、囲い罠を導入
し、群れ捕獲を試みた。

　実施隊の活動については年々出動回数が増え、生
息調査並びに捕獲活動を活発に行い、成果を挙げて
いる。
　また、令和４年度からは「他地域人材活用」メニューを
活用することで、実施隊活動に広がりを持たせた活動
を推進することができている。
　防護柵については、設置地域では特にシカによる被
害が減少傾向にあり、防護柵の効果により農地を含む
集落内への有害獣の出入りがほぼ無くなったと言う住
民からの声も届いている。
　ドローンについては、操縦資格の取得から行い、実際
の飛行により効果を検証を始めたところ。今後も獣害
柵点検等の効果を検証しながら鳥獣害対策に活用して
いく予定である。

 国庫事業等を積極的に活用しなが
ら鳥獣被害防止に努めており、防護
柵を設置した集落では効果がみら
れている。しかし、野生鳥獣の生息
数は依然として高い水準を保ってい
ると考えられることから、捕獲圧の
維持が必要と考えられる。
　このため、関係者で連携しながら、
侵入防止、捕獲等の対策を今後も
継続されたい。

有田川町農業委員会　会長　星田
光司

　被害金額は目標をほぼ達成し、被害面
積は目標を達成しており、実施隊活動等
の捕獲や防護柵の整備等の複合的に実
施された対策に一定の効果があったと
評価します。
　しかし、シカ、サル、アライグマなどに
おいて、被害金額が基準年より増加して
いるため、それらの獣種に応じた対策を
強化していくことが必要です。



（協議会名） 現状値 目標値 実績値
達成率

(%)
現状値 目標値 実績値

達成率
(%)

被害金額（千円） 被害面積(ha)
事業実施主

体名
対
象
地
域

実施
年度

対象
鳥獣

事業内容 事業量 管理主体
供用
開始

利用
率・
稼働
率
(%)

事業効果

被害防止計画の目標と実績

事業実施主体の評価 第三者の意見
都道府県の評価

（被害金額・面積のいずれか70％以上の
達成率の場合、ほぼ達成とした。）

R2 イノシシ 緊急捕獲事業 （頭） 4,475 3,131 4,031 33.0 1.8 1.3 1.4 78.2
ニホンジカ イノシシ 565 4,977 3,483 4,768 14.0 1.9 1.3 1.5 73.7
ニホンザル シカ 513 2,285 1,599 1,940 50.3 0.5 0.4 0.5 18.8
アライグマ サル 39 1,380 966 1,613 -56.3 0.3 0.2 0.3 30.0
タヌキ アライグマ 80 207 145 59 238.7 0.1 0.1 0.1 150.0
アナグマ 72 50 86 -63.6 0.0 0.0 0.0 0.0

R3 ノウサギ 緊急捕獲事業 220 154 172 72.7 0.1 0.1 0.1 150.0
ハクビシン イノシシ 495 905 633 0 332.7 0.2 0.1 0.0 400.0
カラス シカ 507 607 425 565 23.1 0.2 0.1 0.1 100.0
ハト サル 42 75 53 205 -590.9 0.02 0.01 0.02 0.0
ヒヨドリ アライグマ 77 313 219 391 -83.0 0.1 0.1 0.1
スズメ 232 162 263 -44.3 0.1 0.1 0.1

R4 カワウ 緊急捕獲事業 100 70 80
イノシシ 261 15,848 11,090 14,173 35.2 5.4 3.8 4.1 77.2
シカ 571
サル 42
アライグマ 74

R2 イノシシ 緊急捕獲事業 （頭） 1,247 1,122 749 398.4 9.8 8.8 7.7 210.2
シカ イノシシ 745 1,220 1,098 1,450 -188.5 13.3 12.0 10.6 202.2
サル シカ 677 485 436 750 -540.8 1.8 1.6 2.2 -238.9
アライグマ サル 18 330 297 81 754.5 0.0 0.0 0.5 #######

アライグマ 115

R3 緊急捕獲事業
イノシシ 600
シカ 659
サル 20
アライグマ 148

R4 緊急捕獲事業
イノシシ 385 3,282 2,953 3,030 76.6 24.9 22.4 21.0 155.4
シカ 682
サル 23
アライグマ 125

R2 イノシシ 推進事業 3,785 3,329 2,191 349.6 11.7 10.3 5.1 468.6
シカ 環境警備隊追払活動 410人・日 1,170 1,029 886 201.4 7.2 6.3 3.8 396.6
サル 大型囲いわな 1基 6,245 5,494 6,567 -42.9 15.0 13.2 11.9 169.8
アライグマ 620 545 502 157.3 1.5 1.3 1.1 182.4
タヌキ 整備事業 （ｍ） 685 602 559 151.8 2.0 1.8 1.6 162.5
カラス 防護柵の整備（船津） 1527 R3.3.3 470 413 379 159.6 1.7 1.5 1.4 166.7

防護柵の整備（皆瀬） 555 R3.3.3
防護柵の整備（寒川） 1802 R3.3.3

R3 推進事業
環境警備隊追払活動 408人・日
大型囲いわな 3基

整備事業 （ｍ） 12,975 11,412 11,084 121.0 39.1 34.4 25.0 301.3
防護柵の整備（船津） 2198 R4.2.18
防護柵の整備（三百瀬） 720 R4.2.18
防護柵の整備（川原河） 772 R4.2.18

R4 推進事業
環境警備隊追払活動 406人・日
大型囲いわな 1基

整備事業 （ｍ）
防護柵の整備（川原河） 660 R5.1.30

日高川町農
業振興協議

会

日
高
川
町

　環境警備隊による地域の巡回
や追い払い活動と、集落単位で
防止柵を設置した事により、農作
物への被害が軽減された。

　環境警備隊による地域の巡回や追い払い活動、侵入
防止柵により農作物の被害軽減の効果が得られ、農
業生産意欲の向上につながった。ニホンザルについて
は、大型囲いわなを設置し、有害捕獲と共に捕獲活動
を行っている。

　環境警備隊による地域の巡回や
追い払い活動、地域ぐるみでの進
入防止柵設置により、農業被害が
軽減され農業意欲の向上が期待で
きる。今後は、被害の拡大が懸念さ
れるニホンザル対策強化に努めて
いただきたい。

日高川町地域農業再生協議会　会
長　中村　幸男

　被害金額・面積とも目標を達成され、
捕獲や地元住民による環境警備隊を組
織した追い払い活動、防護柵の整備な
ど複合的な対策を講じた効果が出てい
ると評価します。
　ただし、サルの被害は増加傾向にある
ため、今後は既に取り組まれている囲い
わな等による有害捕獲活動について、
体制や捕獲方法を見直すなど、より戦略
的な捕獲を行い、一層被害が減少する
よう対策を講じていくことが必要です。

日高川町
農業振興
協議会

日高川町
農業振興
協議会

日高川町
農業振興
協議会

みなべ町
（みなべ町

鳥獣被害防
止対策協議

会）

み
な
べ
町

　近年、農作物を加害する鳥獣の
生息範囲が拡大しており、被害の
大きい獣種の個体数の増加を捕
獲により減らすことで、農作物へ
の被害を軽減した。

　鳥獣被害防止緊急捕獲活動支援事業における有害
捕獲により、農地周辺に出没する鳥獣を効果的に捕獲
することにより、農作物被害を軽減することができた。し
かし、ニホンジカやニホンザルによる被害が増大しつつ
あることから、より一層の捕獲強化に取り組む必要が
ある。

　有害捕獲は被害を及ぼす獣種の
個体数を減らすことが出来るため、
被害軽減の効果はあったと思われ
る。今後も捕獲を継続し、防護柵等
の整備や雑草の刈り払い等を行い
捕獲効率を上昇させるなど、対策の
強化を続けていただきたい。

みなべ川森林組合　参事　　松本
貢

　被害金額は目標をほぼ達成、被害面
積は目標達成となったっため、対策には
一定の効果があったと評価します。
　ただし、シカやサルでは被害金額が増
加しているため、それらの獣種に対応し
た捕獲対策等を行っていくことが必要で
す。

印南町（印
南町鳥獣被
害防止対策

協議会）

印
南
町

　鳥獣被害防止緊急捕獲活動支
援事業における有害捕獲により、
一定の個体数調整が出来たこと
で、農作物への被害軽減を図るこ
とが出来た。

　町内全域で有害捕獲の取り組みを進め、農地周辺に
出没する鳥獣を効果的に捕獲することにより、農作物
被害を軽減することができた。ただ、ほとんどの有害鳥
獣で被害金額の目標値を達成できなかったことから、
一層の捕獲強化に取り組むとともに、防護や環境整備
等、総合的な鳥獣害対策の取り組みを進める必要があ
る。

捕獲及び鳥獣侵入防止施設設置を
実施しており、バランスよく対策が講
じられたと判断できます。今後は、
鳥獣侵入防止施設の維持管理を進
めるとともに、対策の進んでいない
地域では被害動向の把握と鳥獣侵
入防止施設の設置等きめ細かい対
策も必要になると考えます。また、
有害捕獲従事者は高齢化が進んで
おり新規の狩猟者育成など長期的
な視点からの対策についても取り組
んでもらいたい。

印南町4Hクラブ　会長　池田　昌玄

　被害面積のみ目標がほぼ達成、被害
金額は達成率が70％未満となったが、
基準年から減少しており、捕獲や防護対
策に一定の効果はあったと評価します。
　ただし、防護柵整備された地域以外で
の被害は減っていないと想定されるた
め、今後は未整備地域での被害状況を
的確に把握しながら、着実に防護柵整
備を進めるとともに、捕獲対策をさらに
充実していくことが必要です。



（協議会名） 現状値 目標値 実績値
達成率

(%)
現状値 目標値 実績値

達成率
(%)

被害金額（千円） 被害面積(ha)
事業実施主

体名
対
象
地
域

実施
年度

対象
鳥獣

事業内容 事業量 管理主体
供用
開始

利用
率・
稼働
率
(%)

事業効果

被害防止計画の目標と実績

事業実施主体の評価 第三者の意見
都道府県の評価

（被害金額・面積のいずれか70％以上の
達成率の場合、ほぼ達成とした。）

R2 イノシシ 緊急捕獲事業 3,785 3,329 2,191 349.6 11.7 10.3 5.1 468.6
シカ イノシシ 993 1,170 1,029 886 201.4 7.2 6.3 3.8 396.6
サル シカ 1136 6,245 5,494 6,567 -42.9 15.0 13.2 11.9 169.8
アライグマ サル 129 620 545 502 157.3 1.5 1.3 1.1 182.4
タヌキ アライグマ 107 685 602 559 151.8 2.0 1.8 1.6 162.5
カラス カラス 62 470 413 379 159.6 1.7 1.5 1.4 166.7

R3 緊急捕獲事業
イノシシ 636
シカ 1389
サル 166
アライグマ 112
カラス 151

12,975 11,412 11,084 121.0 39.1 34.4 25.0 301.3
R4 緊急捕獲事業

イノシシ 471
シカ 1287
サル 160
アライグマ 99
カラス 106

R2 イノシシ 推進事業 2,124 1,912 1,865 122.2 5.8 5.3 5.1 127.1
シカ 実施隊による捕獲活動 77人・日 2,808 2,527 2,556 89.7 6.6 6.0 6.0 89.4
サル 箱わな（イノシシ・シカ）の整備 5基 2,436 1,948 2,078 73.4 6.9 5.5 5.8 81.2
アライグマ 2 2 8 #DIV/0! 0.0 0.0 0.0 #DIV/0!
カラス他 18 0 10 44.4 0.0 0.0 0.0 66.7

0 0 0 0.0 0.0 0.0
R3 推進事業

　実施隊による捕獲活動 86.5人・日
　箱わな（イノシシ・シカ）の整備 6基

7,388 6,389 6,517 87.2 19.4 16.8 16.9 94.0
R4 推進事業

　実施隊による捕獲活動 87人・日

R2 イノシシ 緊急捕獲事業 （頭） 2,124 1,912 1,865 122.2 5.8 5.3 5.1 127.1
シカ イノシシ 414 2,808 2,527 2,556 89.7 6.6 6.0 6.0 89.4
サル シカ 919 2,436 1,948 2,078 73.4 6.9 5.5 5.8 81.2
アライグマ サル 176 2 2 8 #DIV/0! 0.0 0.0 0.0 #DIV/0!
カラス他 アライグマ 13 18 0 10 44.4 0.0 0.0 0.0 66.7

0 0 0 0.0 0.0 0.0
R3 緊急捕獲事業

イノシシ 111
シカ 643
サル 33
アライグマ 7

7,388 6,389 6,517 87.2 19.4 16.8 16.9 94.0
R4 緊急捕獲事業

イノシシ 23
シカ 537
サル 32
アライグマ 1

那智勝浦町
（那智勝浦
町鳥獣害対
策協議会）

那
智
勝
浦
町

　農地周辺に出没する鳥獣を効
果的に捕獲し、農作物被害を減
少した

　有害捕獲の取り組みにより、農地周辺に出没する鳥
獣を効果的に捕獲し、被害防止に貢献した。しかし、基
準年と比較して、被害金額及び被害面積は減少したも
のの、町内ではまだ多くの被害が発生している。被害
の削減には、より一層の捕獲数の増加が必要と考え
る。現在取り組みを行っている地域おこし協力隊による
地域農家と連携した獣害対応の取り組みをすすめ、よ
り効果的な捕獲を推進していく。

　本町は、面積の９割ほどが山地で
ある為、鳥獣による農作物被害が
多い地域であります。近年は農作物
被害だけでなく、掘り返しによる落
石被害や住宅街への出没などの事
案も発生しています。そういった現
状の中で農作物被害の軽減や個体
数の削減に対し鳥獣被害防止総合
対策事業による有害捕獲等を実施
することによる効果は大きいと考え
ます。

那智勝浦町庄区長　矢熊　義人

　被害金額、面積とも着実に減少、目標
をほぼ達成され、実施隊活動や有害捕
獲などの対策に一定の効果があったと
評価します。
　今後も対策を継続し、更なる被害軽減
に努めていくことが重要です。

那智勝浦町
鳥獣害対策

協議会

那
智
勝
浦
町

　実施隊については、捕獲体制強
化の一環により結成、個体数減
少に効果があった。
　箱わなの整備については、箱わ
なの軽量化に伴うわな猟師の負
担軽減や個体数減少に効果が
あった。

　実施隊による捕獲活動については、有害鳥獣捕獲駆
除と並行して年３回実施し、猟友会員の情報交換、被
害対策の一翼を担っているという意識の向上に繋がっ
た。また、自治会から要望があった地域で一斉捕獲事
業を実施するなどの取り組みを行っている。
　箱わな（イノシシ・シカ）については、旧式の箱わなに
比べ、重量が軽くなった為、高齢化しているわな猟師の
負担軽減となっている。また、平成２８年度途中から導
入した地域おこし協力隊が地域農家と連携して獣害対
策を実施しているが、今回導入した箱わなは移動・設
置を一人で行える為、農家からの被害報告に対応する
早期の箱わな設置が可能となり、被害軽減に貢献して
いる。

　本町は、面積の９割ほどが山地で
ある為、鳥獣による農作物被害が
多い地域であります。近年は農作物
被害だけでなく、掘り返しによる落
石被害や住宅街への出没などの事
案も発生しています。そういった現
状の中で農作物被害の軽減や個体
数の削減に対し鳥獣被害防止総合
対策事業による実施隊事業等を実
施することによる効果は大きいと考
えます。

那智勝浦町庄区長　矢熊　義人

　被害金額、面積とも着実に減少、目標
をほぼ達成され、実施隊活動や有害捕
獲などの対策に一定の効果があったと
評価します。
　今後も対策を継続し、更なる被害軽減
に努めていくことが重要です。

日高川町
（日高川町
農業振興協

議会）

日
高
川
町

　農地周辺に出没する鳥獣の捕
獲を行った事により、農作物への
被害軽減効果が得られた。

　鳥獣被害防止緊急捕獲活動支援事業における有害
捕獲により農地周辺に出没するイノシシ、ニホンジカな
どを効果的に捕獲できたことで、農作物への被害軽減
を図ることができた。しかし、ニホンザルによる被害が
増大しつつある事から、より一層の捕獲強化に取り組
む必要がある。

　有害捕獲により、イノシシ・ニホン
ジカについては、一定の個体数調
整が図られ、侵入防止柵等の設置
により被害軽減の効果がみられる
が、ニホンザルについては、被害対
策も難しく農作物への被害が増大し
ており、ニホンザルによる被害対策
に力を入れていただきたい。

日高川町地域農業再生協議会　会
長　中村　幸男

　被害金額・面積とも目標を達成され、
捕獲や地元住民による環境警備隊を組
織した追い払い活動、防護柵の整備な
ど複合的な対策を講じた効果が出てい
ると評価します。
　ただし、サルの被害は増加傾向にある
ため、今後は既に取り組まれている囲い
わな等による有害捕獲活動について、
体制や捕獲方法を見直すなど、より戦略
的な捕獲を行い、一層被害が減少する
よう対策を講じていくことが必要です。



（協議会名） 現状値 目標値 実績値
達成率

(%)
現状値 目標値 実績値

達成率
(%)

被害金額（千円） 被害面積(ha)
事業実施主

体名
対
象
地
域

実施
年度

対象
鳥獣

事業内容 事業量 管理主体
供用
開始

利用
率・
稼働
率
(%)

事業効果

被害防止計画の目標と実績

事業実施主体の評価 第三者の意見
都道府県の評価

（被害金額・面積のいずれか70％以上の
達成率の場合、ほぼ達成とした。）

R2 イノシシ 緊急捕獲事業 （頭） 442 397 489 (104.4) 0.4 0.4 0.3 320.0
シカ イノシシ 536 622 559 195 677.8 0.5 0.5 0.1 716.7
サル シカ 352 708 637 405 426.8 0.4 0.3 0.6 -600.0
アライグマ サル 57 72 57 31 273.3 0.0 0.0 0.0 300.0
タヌキ アライグマ 35 30 27 0 1,000.0 0.0 0.0 0.0 #DIV/0!
ハクビシン タヌキ - 13 11 1 600.0 0.0 0.0 0.0 #DIV/0!
カラス ハクビシン - 551 495 383 300.0 0.2 0.2 0.1 400.0
カモ カラス - 332 298 0 976.5 0.5 0.5 0.0 1,000.0
スズメ カモ - - - 75 #VALUE! - - 0.1 #######
ヒヨドリ その他獣類（アナグマ） - - - 31 #VALUE! - - 0.01 #######
その他獣類（アナグマ） 13 11 22 -450.0

R3 緊急捕獲事業
イノシシ 116
シカ 559 2,783 2,492 1,632 395.5 2.1 1.9 1.2 373.9
サル 70
アライグマ 76
タヌキ 1
ハクビシン 6
カラス 3
カモ 0
その他獣類（アナグマ） 42

R4 緊急捕獲事業
イノシシ 93
シカ 514
サル 50
アライグマ 47
タヌキ 0
ハクビシン 21
カラス 2
カモ 0
その他獣類（アナグマ） 53

和歌山県 和
歌
山
県

R4 イノシシ
シカ
サル
アライグマ等

・ニホンザル効率的捕獲のため
の行動調査
・イノシシ生息状況調査

・わな捕獲技術向上研修
　初級研修
　中級研修
　実践研修
　現地型実践研修

・銃猟捕獲技術向上研修

・和歌山県農作物鳥獣害アドバ
イザー研修

・狩猟の魅力研修
　体験研修
　狩猟の魅力セミナ-

一式

４回
４回
１回
１回

４回

６回

６回
1回

・イノシシは個体数推定調査、サ
ルはGPSによる生息状況・行動調
査を行い、その結果を市町村に
共有し、有害捕獲の推進等に活
用した。

・わな捕獲技術向上研修では、80
名（初級研修35名、中級研修35
名、実践研修5名、現地実践型研
修5名）が捕獲の基礎知識や技術
を習得した。

・銃猟捕獲技術研修では、23名が
安全な狩猟・有害捕獲技術を習
得した。

・和歌山県農作物鳥獣害対策アド
バイザー研修では、15名の専門
的な知識を有する人材を育成し
た。

・狩猟の魅力研修では体験研修
に6回26名、狩猟の魅力セミナ-に
は18名の参加があり、狩猟現場
における活動方法やを伝え、新規
狩猟者を確保・育成した。

串本町（串
本町鳥獣害
防止対策協

議会）

串
本
町

　有害鳥獣捕獲を継続して実施す
ることにより、農作物被害等の減
少につながっている。

　被害防止計画に定めた取組方針に基づき対象鳥獣
の捕獲に取り組んだ結果、被害の軽減目標について、
獣種別では一部目標値を達成できていないものがある
ものの、被害金額及び被害面積の合計値では目標値
を達成することができた。　また、対象鳥獣の捕獲計画
数は達成できていないが、有害鳥獣捕獲を継続して実
施することで被害の軽減に努めることができた。
　被害金額において目標値を達成できなかったイノシ
シ及びその他獣類（アナグマ）について、防護柵等の設
置や有害鳥獣捕獲による継続的な捕獲の実施により
被害の軽減に努めたい。令和2年以降、イノシシの捕
獲数が減少していることについては、豚熱感染拡大に
より個体数が減少したことが影響している。
　被害面積において目標値を達成できなかったニホン
ザルによる農作物被害については、収穫時期の水稲
の食害が主なものとなっている。ニホンザルについて
は、町内全域で複数の群れによる被害が確認されてい
るため、被害の大きい地域を中心に捕獲を進めたい。
　鳥類では、カラスによる農作物の食害に加え、スズメ
やヒヨドリによる季節的な被害があったため、町単独事
業による防鳥ネット・防護柵等の設置を推奨していきた
い。

　被害防止計画に基づいて対策を
講じていることは理解しているが、
依然として鳥獣による農作物被害
はなくなっていません。
　今後においても有害鳥獣捕獲や
防護柵の設置を中心とした複合的
な対策を継続していくことに加え、先
進的な技術の導入や獣種に応じた
効果的な捕獲方法等を検討するな
どの対応が必要と考えます。

串本町伊串地区　区長　勝山　高嘉

　被害面積のみ目標がほぼ達成、被害
金額は達成率が70％未満となったが、
基準年から減少しており、捕獲や防護対
策に一定の効果はあったと評価します。
　ただし、防護柵整備された地域以外で
の被害は減っていないと想定されるた
め、今後は未整備地域での被害状況を
的確に把握しながら、着実に防護柵整
備を進めるとともに、捕獲対策をさらに
充実していくことが必要です。



（協議会名） 現状値 目標値 実績値
達成率

(%)
現状値 目標値 実績値

達成率
(%)

被害金額（千円） 被害面積(ha)
事業実施主

体名
対
象
地
域

実施
年度

対象
鳥獣

事業内容 事業量 管理主体
供用
開始

利用
率・
稼働
率
(%)

事業効果

被害防止計画の目標と実績

事業実施主体の評価 第三者の意見
都道府県の評価

（被害金額・面積のいずれか70％以上の
達成率の場合、ほぼ達成とした。）

　

注１：被害金額及び被害面積の目標欄については対象鳥獣及び目標値を記し、これに合わせて他の欄も記載する。
 　２：都道府県が事業実施主体となる鳥獣被害防止都道府県活動支援事業を実施した場合、その事業内容等も記載すること。
　 ３：事業効果は記載例を参考とし、獣種等ごとに事業実施前と事業実施後の定量的な比較ができるよう時間軸を明確に記載の上、その効果を詳細に記載すること。整備事業を行った場合、捕獲効率の向上にどのように寄与したかも必ず記載すること。

 　 ４：「事業実施主体の評価」の欄には、その効果に対する考察や経営状況も詳細に記載すること。　　　

５　都道府県による総合的評価

　 ５：鳥獣被害防止施設の整備を行った場合、侵入防止柵設置後のほ場ごとの鳥獣被害の状況、侵入防止柵の設置及び維持管理の状況について、地区名、侵入防止柵の種類・設置距離、事業費、国費、被害金額、被害面積、被害量、被害が生じた場合の要因と対応策、設置に
係る指導内容、維持管理方法、維持管理状況、都道府県における点検・指導状況等を様式に具体的に記載し、添付すること。

　県全域において有害捕獲、防護柵の整備、捕獲の担い手確保・育成に取り組んできた結果、令和４年度の被害額2.61億円と令和３年度と同程度であるものの、平成27年度3.43億円からは減少傾向にある。
　その大きな要因であるイノシシの被害額の急激な減少はイノシシの豚熱蔓延による影響が大きいと考えられるため、今後の動向を注視していく必要がある。
　また、県では令和３年度末に令和４～８年度を対象期間としたイノシシ、ニホンジカ、ニホンザルに対する第二種特定鳥獣管理計画を策定しており、その内容を踏まえ、推定生息数が増加傾向にあるニホンジカの捕獲強化に取り組むとともに、各鳥獣種別の動向を踏まえ、捕獲の
推進をはかっているところである。
　今後も、各地域の状況を踏まえながら、市町村や関係団体と連携し、捕獲や防護対策を着実に実施・推進し、捕獲を担う者の確保と育成、実施隊活動の推進等も併せて行うことにより、ソフト・ハード両面から被害軽減対策を推進していく。


